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会長の言葉 

坪居大介 24期 

  

 Slope 発行は昨年 11 月以来ですね。思えば前回 Slope でコロナがさっさと落ち着かな

いかなぁと書いたのですが、ダメでしたね。何が悲しいって、また春インカレが中止にな

ったのに「そうかぁ…」という感想しかもはや出てこないということです。この先オリエ

ンテーリング界は果たしてどうなってしまうのでしょうか…。 

 といいつつ、現役の皆さんは新歓頑張っているみたいですね。OLTの話ではないのです

が、某大規模学生クラブは新 1年生+2年生で 50人入ったとか。ピンチを転じてチャンス

とする、その気持で頑張って欲しいと思います。どこにも所属に出来ず不安だ、というの

は大学に入ったばかりの新人や 2年生もきっと同じでしょうから、もしかしたら新歓でた

くさん人が入ってくれるかもしれませんしね。 

 また、OLTもまた東工大大会…じゃなくて塩谷クラシックという大会を開催予定となっ

ています。この原稿執筆段階で事前申込みが終わっているのですが、参加者数はなんと

400人近く。素晴らしいですね。このご時世だと大会当日まで本当に開催できるかどうか

が分からないのが怖いところですが…。 

 そう、去年の春のように論外と言える状況という程ではなく、これから先なんだかんだ

でオリエンテーリングができる機会はそれなりにありそうだ、という予感はしています。

屋外会場であれば、大学大会のように公的機関の許可が必要な状況を作らなければ、学校

や公民館のような施設を借りなければなんとかなりそう。私が所属する入間市 OLC でも、

会場を屋外とすることで茶の里いるま大会を開くことが出来ました。同様の手法を用いる

ことで塩谷クラシックも開催できるみたいですね。 

 翻って自分のことになりますが、冬はオリエンに行く回数が減ったのでスノーボードに

行く回数が大幅に増えました。まあ群馬県には緊急事態宣言は出ていないので問題ないで

しょう。ゴールデンウイークにはしまなみ海道にも行きました。やれコロナだワクチンだ

オリンピックだ飲酒禁止だ緊急事態宣言だと何かと楽しくないニュースが続くご時世では

ありますが、気晴らしをたくさん持って心の安定を維持するというのは結構重要なことな

んじゃないかなと思っています。 

 今は大っぴらにみんなで集まれないつまらない世の中ですが、そんな世の中にも終わり

が来るはずです。その時が来たら、ぜひみんなで集まって楽しくやっていきましょう。 
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幹事長の言葉 
34期 徳増宏基 

 

毎度ご無沙汰しております。幹事長の徳増です。 

依然としてコロナウイルスの流行が危惧されておりますが、皆様のご健勝はいかがでしょうか。 

 

自分の近況としましては、ようやく重い腰を上げて GPS 時計を買いました。前回はオリエンテー

リング用の靴を買ったと言っていたように、大会の参加回数は減っているのに装備だけは以前より

も充実しております。自由に使える金額が増えた OBあるあるなのかもしれません。 

 

さて、slope の 43 号でインカレを現地で応援できるようになりたいという旨を書きましたが、今年

の 1 月から 3 月にかけて緊急事態宣言が発令され、一度解除されたかと思いきや 4 月に再度宣

言が呼びかけられるなど、未だ芳しくない状態が続いております。 

今号の表紙も普通はインカレやセレでの集合写真を使用するのですが、そういったものが手元

になかったので、インカレスプリントの動画から拝借いたしました。 

 

つばめ会としましても、インカレミドル・リレーの中止はもちろん、大勢の OB が参加予定だった

東工大大会がなくなるなど残念なことが多くありました。ですが、残念なことばかりではなく、6/6 に

は塩谷クラシックが開催予定であり、今はこちらを楽しみにしております。 

 

M1 説明会は元々対面で開催を考えていたのですが、緊急事態宣言の延長で、説明会の日が

宣言の期間となったため、2 年連続のオンライン開催となりました。お店でわいわい飲んだりする

のが好きですし、会費の徴収の側面もあったりするので、できれば通常どおり開催したいところで

すが、こればっかりはどうしようもないですね。 

 

早くワクチンが普及して以前のように過ごせることを願っております。 

 



 

- 4 - 

 

部長の言葉 

木村 詠吉 (42 期) 

 

つばめ会のみなさま，日頃より OLT を応援していただきありがとうございます。この 4 月より OLT

の部長を務めております，42 期の木村と申します。部を代表して，近況報告をさせていただきます。 

昨年度に引き続き，コロナで思うように活動のできない日々が続いております。まず，部員数は 4 代で

41 人と，何とか持ちこたえている状況です。特に昨年度は，まともに新歓活動が行えず，入部は秋頃。

そんな中でも入部してくれた 43 期の 4 人には頼もしい気持ちでいっぱいです。大学はオンラインのまま

ですが，対面の新歓活動が許されたこの 4 月，新たに 10 人の新入部員(44 期)を迎えることができまし

た。 

悲しいご報告ですが，昨年度より水曜練はほとんど行われていません。緊急事態宣言下では，一切の対

面活動が禁止されています。宣言があけても，大学に登校している学生は少なく，開催は難しい状況で

す。有志のランニングは，少人数ながら行われています。27 期の村上さんも参加くださっているようで

す。 

一方で，金テクは生き延びています。「runningwild」というサイトを使って，Zoom でルート検討をし

ています。ただし，新入生には，地図読みばっかりでつまらない競技だと思われてしまうかもしれませ

ん。まだ入部後のオリエンテーリングは開催できていないので，一刻も早く森へ連れて行かないといけな

い，と結構焦っているところです。ペア O と東大大会も中止になってしまったので，最初の大会はロン

グセレになりそうです。 

今年度は，まずは部としての活動を可能な範囲で取り戻し，新入生が OLT に，またオリエンテーリン

グに定着できるようにすることを目標にしたいと思います。どうぞよろしくおねがいします。 
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ヘッドコーチの言葉 

若松 甫（39期） 

つばめ会や現役の方々、いつもお世話になっております。 

39期で前年度ヘッドコーチを務めさせていただいた若松です。 

 

2020年度は学生も社会人も自由にオリエンテーリングを楽しむことが出来ない、本当に難しい 1年で

あったように感じます。現役最後の春インカレ開催の是非が問われたとき。ヘッドコーチとして現役に

関わっているとき。ロングセレ運営に携わっているとき。多くのオリエンテーリング関係者が競技以外

の場所でも戦い続けていました。オリエンテーリングに対し真摯に取り組んでいる皆様に改めて感謝さ

せていただきます。 

 

この一年の現役たちについて振り返りますと、オリエンテーリングの大会開催数が例年より圧倒的に少

ない中でしっかりと活躍している選手たちが印象に残っています。インカレロングでは、40期の櫻井、

小寺、高橋と 41期の宮川の 4名が選手権クラスを走りぬき、一般クラスでは倉田が 3位入賞を果たし

ました。また、那須野が原公園で行われたインカレスプリントは予選決勝方式という変則的な形での開

催がなされましたが、40期から小寺と櫻井、41期から宮川、そして 42期から山崎が決勝にコマを進め

る結果となりました。決勝では上級生 3人が安定した走りを見せ高順位につけ、山崎も最後までガッツ

ある走りを見せて現役や OB を沸かせてくれました。 

 

ミドルセレでは 40期から小寺、41期から宮川と倉田が通過し、特に小寺はレーン 4位という素晴らし

い活躍を見せてくれました。今年もインカレミドルとリレーは開催されませんでしたが、多くの現役た

ちはめげずに大会に参加し、先日の Catharsis 5daysでも各選手が結果を出したと伺っています。 

 

さて、今年は現役たちのフォローも満足に行えず OLT杯もコーチ練も開くことがかなわない情けない

コーチ陣でありました。もっとやるべきことやできることがあっただろうと思いつつ、行動に移すこと

ができなかったというのが本当に情けない話です。そんな我々をフォローしてくださったつばめ会の皆

様には感謝の念が堪えません。この場を借りて再度お礼を言わせていただきます。本当にありがとうご

ざいました。 

 

こうして文を書いていると感傷的な気分になるもので、語りたいことや届けたい言葉が多く浮かんでき

ますが、長くなるのでいつかお酒の席ででも皆様とじっくり語り合えればなと思います。 

今後の OLTのさらなる活躍を祈って。 
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2021 年度つばめ会活動実績(2020.11-2021.5) 

 

年月日 開催場所 イベント名 詳細 

2020.11 新潟 スタジアムスプリント つばめ会より 2 チーム出走 

2020.12 那須(栃木) 

 

矢板(栃木) 

インカレスプリント 

 

ミドルセレ 

オフィシャルとして現役支援 

佐藤(34 期)が運営参加 

オフィシャルとして現役支援 

つばめ会から 7 人出走 

2021.1   1/7～3/21 まで緊急事態宣言 

2021.2    

2021.3 熊谷(埼玉) 

 

上尾 OLC 大会 つばめ会より 2 人出走 

ICMR2020 は中止 

2021.4 日沢（静岡） WOC/JWOC 選考会 戸上(35 期)が MS 出走 

MSC につばめ会より 4 人出走 

4/23～緊急事態宣言 

2021.5 日光・矢板(栃木) 

矢板(栃木) 

白銀平(埼玉) 

カタルシス 5Days 

山リハリレー 

第 17 回茶の里いるま 

村上(27 期)が全日程参加 

つばめ会より 2 チーム出走 

つばめ会より 6 人出走 

※東工大大会(18 人参加予定)は

中止になりました 
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つばめ会からのお知らせ 

 

○つばめ会 ML (メーリングリスト)  

つばめ会会員間の連絡手段のひとつとして運用されております。大会情報・観戦記、同期

会・飲み会の連絡、近況報告などお気軽にご利用下さい。  

なお、freeml のサービス終了につき、2019 年度よりつばめ会 ML は google groups によ

り運用を行っております。 

新しいメールアドレスは tsubamekai [at] googlegroups.com となります。ご不明な点があ

りましたら、管理者の桑原(37 期)もしくは titech.tsubamekai [at] gmail.com までご連絡く

ださい。  

 

◯ホームページ  

つばめ会および東工大 OLT のホームページが稼働中です。ぜひ御覧ください。  

・つばめ会のホームページ管理人: 徳増(34 期)  

http://tsubamekai.g1.xrea.com/  

・東工大 OLT のホームページ  

http://olt.main.jp/  

・東工大 OLT の Twitter アカウント  

(@Tokyo_Tech_OLT) / Twitter 

 

◯つばめ会会費納入のお願い 

つばめ会会費は主に OLT 現役生やコーチの支援、または総会の開催などつばめ会活動のた

めに使用されています。 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 ・会費 

   社会人：3000 円 

   学生 ：1500 円 

 

 ・納入方法 

(1)   みずほ銀行に振込 

店番号 145 口座番号 1760811 

(2)  会計担当(山下部＠36 期)に直接支払う 

※今年度の分を支払ったかは会計担当に確認ください 

※連絡先が不明の場合はつばめ会連絡先までご一報ください。  

http://tsubamekai.g1.xrea.com/
http://olt.main.jp/
https://twitter.com/tokyo_tech_olt
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編集後記 

 

34 期徳増です。 

 

44 号については、過去の slope を見返してみて、「最近の slope に部長やコーチの言葉載せ

てないな～」と思ったので、原稿を依頼しました。応じてくださった若松さん、木村さんあ

りがとうございます。 

 

今回の表紙はインカレスプリントから取ってきたことは上で述べたとおりですが、直前ま

で、今度開催される塩谷クラシックの応援に小山蛙ファンクラブの表紙を載せようかと思

ってました。「蘇れ日本！いるところには蛙はいる 小山蛙ファンクラブ」のロゴまで作っ

た段階で、誰も得しないと冷静になり止めました。 

 

この文章を書いている時点では、明日が塩谷クラシック当日なので、とても楽しみにしてお

ります。 
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